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青森県社協だより

福祉安心電話サービス事業は、在宅で生活する高齢者

世帯などを対象に、安心と安全を24時間提供します。

県社協と市町村社協、安心電話協力員などが連携して、

病気・ケガ・火災などの緊急事態に対応します。

2 今月の特集

届けます ふれあいと安心と
～青森県社協のとり組み～

2 県社協は、県民の生活を支えます

3 福祉安心電話サービス事業

24時間安心のネットワーク

4 青森県ボランティア・市民活動センター事業

みんなでつくる福祉のまち

5 地域福祉権利擁護事業／苦情解決事業

暮らしに安心を

5 福祉人材センター事業

福祉のハローワーク

6 県社協に事務局のある８団体のご紹介

7 賛助会員・ご寄付を募集しています

7 善意の預託をお待ちしています

7 身体拘束ゼロ介護相談室

車いすで転落や転倒を防ぐには？

8 県社協から

「第53回青森県社会福祉大会」
「青森県里親連合会創設40周年記念大会」
「福祉の仕事相談フェア」
「ねむのき会館ホームページ開設」
「ご協力ありがとうございました。」
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社
会
福
祉
法
人
青
森
県
社
会
福
祉
協
議
会

（
略
称
・
県
社
協
）
は
、
地
域
福
祉
の
推
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
昭
和
二
十
六
年

に
設
立
さ
れ
た
、
社
会
福
祉
法
に
規
定
さ
れ

て
い
る
民
間
の
団
体
で
す
。

社
会
福
祉
法
人
で
あ
る
県
社
協
は
、
福
祉

関
係
の
各
分
野
か
ら
参
加
し
た
評
議
員
が
、

事
業
計
画
や
運
営
に
つ
い
て
協
議
・
決
定

し
、
理
事
会
が
執
行
し
て
い
ま
す
。

会
員
は
、
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
、
社

会
福
祉
施
設
、
福
祉
関
係
団
体
や
福
祉
事
業

に
賛
同
す
る
企
業
な
ど
で
す
。

総
資
産
は
、
約
四
十
五
億
三
千
二
百
万
円

で
、
会
員
か
ら
の
会
費
、
国
と
県
か
ら
の
補

助
金
・
委
託
金
、
寄
付
金
や
事
業
収
入
を
財

源
と
し
て
い
ま
す
。

県
民
の
皆
さ
ん
が
、
地
域
で
安
心
し
て
生

活
す
る
た
め
に
は
、
地
域
の
問
題
を
住
民
自

ら
が
協
力
し
な
が
ら
解
決
し
て
い
く
こ
と

や
、
地
域
住
民
が
年
齢
・
性
別
・
障
害
・
職

業
な
ど
で
差
別
さ
れ
ず
、
認
め
あ
い
、
支
え

あ
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
住
民
だ
け
で
は
な
く
、

住
民
を
支
え
る
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

県
社
協
は
、
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
市
町
村

社
会
福
祉
協
議
会
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
社
会
福
祉
施
設
、
住
民
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
を
県
域
で
支
援

し
て
い
る
ほ
か
、
県
民
の
皆
さ
ん
を
直
接
支
援

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
よ
り
よ
い
地
域
社

会
を
つ
く
る
た
め
に
努
め
て
い
ま
す
。

県
社
協
は
、
県
民
の
生
活
を
支
え
ま
す

会費 
18.6%

寄付金 
1.3%

分担金 
2.0%

補助金 
48.0%

助成金 
1.3%

受託金 
16.4%

事業収入 
8.0%

共同募金配分金収入 
1.2%

負担金収入 
2.6%

雑収入 
0.6%

県社協収入源（平成15年度決算）

収入総額　360,072,999円

県社協の組織

届けます  ふれあいと安心と 届けます  ふれあいと安心と 届けます  ふれあいと安心と 
～青森県社協のとり組み～ 

県社協は、県民と一緒に、誰もが住みなれたまちで、安心して毎日を送れるよう関係

する機関・団体と協力し、県民の生活を支援しています。今回は、地域福祉推進のため

に、県社協が行っている事業を紹介します。

会　　　員

事　務　局

専務理事

寄　付　者

部会・委員
会・協議会

監　事（3名）

理　事（16名）

評議員（40名）

会　　　長

事　務　局

ねむのき
会　　　館

事　務　局

委　員　長

青森県運営
適正化委員会



在
宅
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
身
体
の
不
調
や
無
理
な
訪
問

販
売
、
火
災
な
ど
の
不
安
に
対
し
、
二
十
四
時
間
体
制
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

加
入
者
を
中
心
と
し
た
生
涯
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
、
県
市

町
村
社
協
、
安
心
電
話
協
力
員
、
民
生
委
員
、
消
防
署
、
警
察
と
の
連
携
・
協
働

に
よ
り
進
め
て
い
ま
す
。

県
域
に
わ
た
る
事
業
と
し
て
、
平
成
元
年
度
に
全
国
に
先
駆
け
て
開
始
し
た
こ

の
事
業
は
、
平
成
十
六
年
三
月
末
現
在
で
、
四
千
を
超
え
る
世
帯
が
加
入
し
、
加

入
者
宅
の
電
話
に
緊
急
通
報
装
置
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
徴
と
し
て
は
、
加
入
者
の
身
に
何
か
が
起
こ
っ
た
と
き
に
、
近
所
に
住
む
安

心
電
話
協
力
員
が
加
入
者
宅
に
駆
け
つ
け
る
緊
急
通
報
、
日
頃
か
ら
の
見
守
り
活

動
や
生
活
上
の
困
り
ご
と
の
相
談
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

加
入
に
つ
い
て
の
相
談
や
問
い
合
わ
せ
は
、
地
元
の
社
協
や
県
社
協
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
必
要
な
経
費
は
、
機
械
の
設
置
に
六
万
六
千
円
、
利
用
す
る
た
め

の
会
費
が
毎
月
千
円
で
す
。
経
費
に
つ
い
て
は
、
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

3

24
時
間
安
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

安
心
電
話
に
加
入
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

生
涯
安
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

福
祉
安
心
電
話
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
て
、
在
宅
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
を

市
町
村
社
協
と
地
域
の
方
々
が
見
守
っ
て
い
ま
す
。
県
社
協

で
は
、
緊
急
通
報
に
24
時
間
体
制
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

福
祉
安
心
電
話
サ
ー
ビ
ス
事
業

「お腹が痛いんです

が」 

「救急車を呼びます

から」 

「救急車の出動をお

願いします」 

「○○さんの身体の

具合が悪いような

ので、行ってみて

ください」 

出動要請 

出動 

相　談 

安否確認等 

訪問依頼 

駆け付け 

消防署 

中央センター 
（県社協） 

加入者 

協力員 

サブセンター 
（市町村社協） 
サブセンター 
（市町村社協） 
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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
た
り
、
活
動
に
必
要
な

情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
福
祉
に
関
係
し
た
ビ
デ
オ
四

百
三
本
、
図
書
二
百

冊
、
活
動
に
使
用
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ル
ー
ム
や
ロ
ッ
カ
ー

の
貸
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

始
め
て
み
た
い
、
体

験
し
た
い
方
に
は
、

収
集
し
た
使
用
済
み

切
手
や
プ
リ
ペ
イ
ド

カ
ー
ド
の
整
理
を
週

一
回
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ほ
か
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
興
味
が
あ
る
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
み
た
い
」
と
い
っ
た
学
生
や
一

般
の
方
も
参
加
で
き
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座
」
や
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
、
活
動
に

つ
い
て
考
え
る
機
会

と
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
調
整
役
を
育
成

す
る
た
め
に
、
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
究

集
会
」
や
「
防
災
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
養
成
研
修

会
」
を
行
い
、
活
動

が
円
滑
に
進
む
よ
う

支
援
し
て
い
ま
す
。

学
生
や
一
般
県
民
を
対

象
に
し
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
福
祉
活
動
の
体
験
事

業
、
教
師
・
社
協
職
員
を

対
象
に
し
た
福
祉
教
育
の

あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
、
県
民
の

福
祉
に
つ
い
て
の
理
解
と

関
心
を
高
め
る
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

毎
年
六
十
校
前
後
の
小

中
高
等
学
校
な
ど
を
三
年

間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
校
に
指
定
し
て

い
ま
す
。
指
定
を
受
け
た
学
校
で
は
、

高
齢
者
・
障
害
者
と
の
交
流
、
環
境
美

化
な
ど
の
体
験
活
動
や
、
福
祉
に
関
す

る
学
習
を
と
お
し
て
、
福
祉
の
こ
こ
ろ

を
育
ん
で
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
に
関
す

る
情
報
を
掲
載
し
た
広
報
紙
を
年
四
回

発
行
し
て
い
ま

す
。
こ
の
広
報

紙
は
、
十
一
人

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
、
企
画
・
取

材
・
執
筆
・
編

集
ま
で
行
っ
て

い
ま
す
。
広
報

紙
は
、
最
寄
り

の
社
協
、
八
市

の
図
書
館
、
県

内
の
大
学
、
短

大
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
が
、

協
力
し
な
が
ら
活
動
を
円
滑
に
進
め
る

こ
と
を
目
的
に
、
情
報
交
換
や
活
動
に

つ
い
て
の
話
し
合
い
を
行
う
交
流
会
を

開
催
し
、
団
体
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
つ
く
る
福
祉
の
ま
ち

青森県ボランティア・市民活動センター
【開 設 時 間】月～土曜日／９時～17時
【お問い合わせ】TEL  017－777－9301   FAX  017－722－2739

相
談
・
情
報
提
供
な
ど
へ
の
対
応

団
体
間
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

福
祉
教
育
の
推
進

広
報
紙
「
わ
」
の
発
行

各
種
研
修
会
の
開
催

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
普
及
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
市
民
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

ボランティア募集！週１回誰でも気軽に参加できます

小さな命　大切に

青
森
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
事
業



福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
・
福
祉
人
材
バ
ン
ク

に
登
録
い
た
だ
い
た
方
に
、
無
料
で
求
人
情

報
を
提
供
し
、
希
望
す
る
事
業
所
と
面
接
な

ど
の
調
整
を
し
ま
す
。

事
業
所
か
ら
の
求
人
も
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

・
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
し
ご
と
相
談
フ
ェ
ア

福
祉
施
設
の
就
職
担
当
者
と
就
職
希
望
者

が
一
同
に
集
い
、
就
職
希
望

者
と
面
接
し
て
福
祉
施
設
の

紹
介
や
説
明
を
行
い
ま
す
。

・
福
祉
ナ
イ
ト
ス
ク
ー
ル

一
般
県
民
を
対
象
に
、
午

後
五
時
以
降
の
夜
間
に
、
福

祉
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め

の
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

・
福
祉
人
材
育
成
講
習
会

こ
れ
か
ら
福
祉
の
仕
事
を

め
ざ
す
高
校
生
や
離
職
者
を

対
象
に
、
基
礎
知
識
の
習
得
と
施
設
で
の
体

験
に
よ
り
、
福
祉
の
仕
事
を
学
ぶ
講
習
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

・
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
２
級
課
程

現
任
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
対
象
に
、
２

級
課
程
の
知
識
・
技
能
の
修
得
を
目
的
に
、

青
森
・
弘
前
・
八
戸
の
三
会
場
で
研
修
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

無
料
職
業
紹
介
や
研
修
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
せ
は
、
下
記
の
人
材
セ
ン
タ
ー
・
人
材

バ
ン
ク
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
、「
福
祉
の
お
仕
事
ネ
ッ

ト
紹
介
シ
ス
テ
ム
」
に
ア
ク
セ
ス

し
て
く
だ
さ
い
。
ユ
ー
ザ
ー
Ｉ
Ｄ

を
取
得
し
、
求
職
登
録
を
す
る
こ

と
で
、全
県
の
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
、

バ
ン
ク
に
登
録
し
て
い
る
公
開
求

人
情
報
を
閲
覧
で
き
、「
紹
介
状
」

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
手
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
.fukusi-w

ork.jp

高
齢
や
障
害
な
ど
に
よ

り
自
分
で
意
思
決
定
す
る

こ
と
が
困
難
で
日
常
生
活

に
不
安
の
あ
る
方
を
対
象
に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助

や
利
用
料
・
公
共
料
金
の
支
払
い
代
行
、
契
約
書
・
登
記
書

類
の
預
か
り
サ
ー
ビ
ス
を
行

い
ま
す
。
利
用
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
は
、
基
幹
的
社
協
（
県

内
六
ヶ
所
）
の
専
門
員
と
生

活
支
援
員
（
全
市
町
村
）
が

行
な
い
ま
す
。
利
用
者
が
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
計

画
を
つ
く
り
支
援
し
ま
す
。

利
用
料
は
一
ヶ
月
一
回
の

利
用
の
場
合
千
円
で
す
。

利
用
者
が
訴
え
る
苦
情

や
要
望
は
、
施
設
・
事
業

者
に
対
す
る
攻
撃
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
よ
り
す
ば
ら
し
い
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
の
必
要
な
要
素
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
「
貴
重
な
種
」

な
の
で
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
や
そ
の
家
族
、
代
理
人
か
ら
の

苦
情
や
要
望
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
運
営
適
正
化
委
員
会
の

専
門
家
た
ち
が
解
決
に
向
け
た
対
策
を
考
え
ま
す
。

利
用
料
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
し
、
知
り
得
た
秘
密
事
項

は
守
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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暮
ら
し
に
安
心
を

福
祉
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
方
が
、
安
心
し
て
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
支
援
し
て
い
ま
す
。

青森県地域福祉権利擁護センター　あっぷるハート 電話：017－721－1362    FAX：017－721－1363
E-ma i l : ken r i@aosyakyo .o r . jp

青森運営適正化委員会事務局　福祉サービス相談センター 電話：017－731－3039     FAX：017－731－3098
E-ma i l : kuzyou@themis .ocn .ne . jp

■青森県福祉人材センター
TEL  017－777－0012 FAX  017－777－0015
ホームページアドレス http://www/shakyo/or/jp/hot
テレホンサービス　017－731－1111

■弘前福祉人材バンク（弘前市社会福祉協議会内）
TEL  0172－36－1830 FAX  0172－33－1163

■八戸福祉人材バンク（八戸市社会福祉協議会内）
TEL  0178－47－2940 FAX  0178－47－1881

専門員と生活支援員が援助します専門員と生活支援員が援助します 専門員と生活支援員が援助します 

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
援
助

苦
情
の
解
決

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
・
福
祉
人
材
バ
ン
ク
は
、「
福
祉
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
」
と
し
て
福
祉
施
設

な
ど
の
求
人
・
求
職
の
斡
旋
や
、
福
祉
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
方
や
福
祉
関
係
の
職
場
に
就
職
を

希
望
す
る
方
を
対
象
に
研
修
や
講
座
を
開
催
し
、
支
援
し
て
い
ま
す
。

福
祉
人
材
無
料
職
業
紹
介
事
業

福
祉
の
理
解
と
関
心
を

深
め
る
講
座
・
研
修
の
開
催

おいしい食事をつくっていますおいしい食事をつくっています 
（ホームヘルパー養成研修）（ホームヘルパー養成研修） 
おいしい食事をつくっています 
（ホームヘルパー養成研修） 

福
祉
人
材
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

職
業
紹
介
シ
ス
テ
ム
（
ｅ
│
Ｈ
Ｏ
Ｔ
）

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
／
苦
情
解
決
事
業

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業



①県内の社会福
祉施設を経営
する社会福祉
法人191法人

②昭和57年設立
③「青森県は全
国的に見ても
福祉施設が多
く、そのほと
んどを社会福祉法人が運営しています。質の高い福祉サービスと
利用者の権利擁護、適正な運営のための陳情活動などを通じて、
社会福祉法人を支援しています。」

④福祉経営部

6

県社協では、県域の福祉団体と連携しながら、県民の皆さんの生活をサポートしています。

ここでは、県社協が事務局を受託している団体の概要を紹介します。

①会員／②設置年／③会長コメント／④担当部

県社協に事務局のある8団体のご紹介

①県内の民生委
員・児童委員、
主任児童委員
3,559人

②昭和38年設立
③虐待問題、引
き込もり、高
齢化率の上昇
など地域社会
の抱える問題は、多岐複雑化しています。地域住民の相談や援助
活動に取り組むため研修や研究協議を行ない、会員の資質向上に
努めています。

④地域福祉部

①県内の市町村ボラ
ンティア連絡協議
会、ボランティア
グループ及び個人
会員数28,198人

②昭和52年設立
③「ボランティア活
動が活発に進めら
れるよう、研修会
や情報の提供、交流のために活動しています。新たな活動の展開
を求めている団体・個人の皆さん。会員を募集していますので、
参加して一緒にボランティア活動を進めてみませんか。」

④県ボランティア・市民活動センター

①県内の母親ク
ラブなど164
単位クラブ

②昭和50年設立
③「最近、子ど
もが事件や事
故に巻き込ま
れたり、虐待
が増えるなど、
子ども達が育つ環境が悪化してきています。子育てをしているお
母さんや、地域住民の方々と協力して子どもを健全に育てるため
の活動をしています。」

④福祉経営部

①県内112館
②昭和43年設立
③「児童の親や
地域の方々と
協力して、地
域で児童を育
てる取り組み
や、児童館同
士 の 連 携 を
図って、地域
福祉の拠点の
ひとつとして活動を進めていきます。」

④福祉経営部

①県内ホームヘ
ルパー及び福
祉業務に携わ
る方　226人

②平成５年設立
③「本会では、
ホームヘルパー
の資質向上や
会員間の情報
交換を行なう
ために、研修・講座などを開催しています。皆さんのご入会を心
からお待ちしています」

④福祉人材部

①県内の里親
104世帯
②昭和34年設立
③「何らかの理
由で親と一緒
に暮らすこと
ができない子
どもたちに家
庭という場で
愛情を与えて
いるのが里親です。里親ゆえの悩みや不安を解消するために、研
修会やキャンプを通じて情報交換を行っています。」

④福祉経営部

①県内の在宅介
護 支 援 セ ン
ター147ヵ所

②平成14年設立
③「全ての市町
村に１つ以上
ある在宅介護
支援センター
は、直接あな
たのお宅に訪問して困りごとを伺ったり、介護に関する相談に応
じています。介護相談から日常生活の悩みまで多岐にわたる相談
に対応するための研修会を実施しています。」

④福祉経営部

青森県社会福祉施設経営者協議会 青森県民生委員児童委員協議会

青森県地域活動連絡協議会 青森県ボランティア連絡協議会

青森県児童館連絡協議会 青森県里親連合会

青森県ホームヘルパー連絡協議会 青森県在宅介護支援センター協議会
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青森県善意銀行は、みなさんから寄せられた善意

（金銭、物品、技術など）をお預かりし、高齢者福祉・

児童福祉・障害者福祉・地域福祉など必要としてい

る人や団体に配分し、まごころを橋渡ししています。

※預託の種類

金　　銭：バザーの収益金や会社での募金など

物　　品：日用品、使用済み切手、テレフォンカード、
電気製品、図書、玩具など

招待預託：観劇・映画・コンサートなどへの招待（券）

技術預託：車輌運転、理髪、電化製品の修理、大工など
の技術奉仕

預 託 の 方 法
預託の申込みを希望される方は、善意銀行までお

いでいただくか、お電話ください。

払い出しの方法
預託者の指定に従って配分します。指定がない場合

は、善意銀行において配分先を決めさせていただきま

す。

ご連絡・お問合せ先

青森県善意銀行（青森県社会福祉協議会内）

電話 017－723－1391 FAX 017－723－1394

青森県社会福祉協議会を運営するうえでの財源は、

国・県からの補助金、共同募金配分金を基本としなが

ら、個人や企業及び社会福祉団体などからの会費や、

一般からの寄付金です。事業に賛同し、ご協力いただ

ける個人や団体、一般企業の皆様、賛助会員として、

青森県社会福祉協議会を応援してください！ご協力お

願いいたします。

賛　助　会　員

年会費は一口１万円。何口でも結構です。

会員の皆様には、「福祉のひろば」「福祉のしおり」

など本会が作成する社会福祉関係資料をお届けします。

寄付金の受付

・お祝いごとや、催し物の収入、香典返しの一部

・会社、商店、団体などの創立記念・開店記念など

のご芳志

・各種パーティー、バザーなどの益金の一部

※県社協は社会福祉法人ですので、個人寄付は所得税法第78

条により、寄付金が１万円を超えた場合、超えた額の寄付

金控除が受けられます。また、法人は、条件により損益算

入額と同額の損金算入をすることができます。

ご入会いただける方、お問い合せは、

青森県社会福祉協議会総務部
（電話017－723－1391）

までご連絡ください。

演歌歌手　藤はじめさんからの車椅子贈呈式演歌歌手　藤はじめさんからの車椅子贈呈式演歌歌手　藤はじめさんからの車椅子贈呈式演歌歌手　藤はじめさんからの車椅子贈呈式演歌歌手　藤はじめさんからの車椅子贈呈式演歌歌手　藤はじめさんからの車椅子贈呈式演歌歌手　藤はじめさんからの車椅子贈呈式演歌歌手　藤はじめさんからの車椅子贈呈式演歌歌手　藤はじめさんからの車椅子贈呈式演歌歌手　藤はじめさんからの車椅子贈呈式演歌歌手　藤はじめさんからの車椅子贈呈式演歌歌手　藤はじめさんからの車椅子贈呈式演歌歌手　藤はじめさんからの車椅子贈呈式演歌歌手　藤はじめさんからの車椅子贈呈式演歌歌手　藤はじめさんからの車椅子贈呈式演歌歌手　藤はじめさんからの車椅子贈呈式演歌歌手　藤はじめさんからの車椅子贈呈式

善意の預託をお待ちしています善意の預託をお待ちしています善意の預託をお待ちしています善意の預託をお待ちしています善意の預託をお待ちしています善意の預託をお待ちしています善意の預託をお待ちしています善意の預託をお待ちしています善意の預託をお待ちしています善意の預託をお待ちしています善意の預託をお待ちしています善意の預託をお待ちしています善意の預託をお待ちしています善意の預託をお待ちしています善意の預託をお待ちしています善意の預託をお待ちしています善意の預託をお待ちしています

介護の工夫に関する相談は

身体拘束ゼロ介護相談窓口（青森県社会福祉協議会内）
電話 017－731－3214 ＦＡＸ 017－731－3215

毎週月曜日と木曜日午前10時から午後３時までは専任相談員が対応します

車いすで、転落や転倒
を防ぐため、ベルトや紐で安定
させるのは身体拘束になると聞
きました。どうしたら良いので
しょうか？

ＱＱ

身体拘束

介護相談室

身体拘束

介護相談室

身体拘束

介護相談室

身体拘束

介護相談室

身体拘束

介護相談室

身体拘束

介護相談室

身体拘束

介護相談室

身体拘束

介護相談室

身体拘束

介護相談室

身体拘束

介護相談室

身体拘束

介護相談室

身体拘束

介護相談室

身体拘束

介護相談室

身体拘束

介護相談室

身体拘束

介護相談室

身体拘束

介護相談室

身体拘束

介護相談室
ゼ ロゼ ロゼ ロゼ ロゼ ロゼ ロゼ ロゼ ロゼ ロゼ ロゼ ロゼ ロゼ ロゼ ロゼ ロゼ ロゼ ロゼ ロゼ ロゼ ロゼ ロゼ ロゼ ロゼ ロゼ ロゼ ロゼ ロゼ ロゼ ロゼ ロゼ ロゼ ロゼ ロ Ａ

車いすの座り方が良くないと、
ずり落ちたり、立ち上がったとき
に転んだりします。
そのために、ベルトや紐で固定

することがありますが、高齢者の
身体の自由を損ねることは身体拘
束として禁止されています。
そこで、バスタオルや座布団、

枕など身近な物を座位安定の補助
具として工夫します。
最近は、多様な機能を持つ座位

保持用の車いすも開発されて安全
になりましたが、高価です。
多少の予算があればクッション

材や安全用具も市販されています
が、まずは身近な物で工夫を重ね
るのがなによりです。

賛助会員・ご寄付を
募集しています

車イス用クッション
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■県民の皆さんがそれぞれの思いで生活している

青森県です。そんな生活が安らぎのある毎日であ

るために県社協は、皆さんのためにできること、

しなければならないことを考えながらふれあいと安心を届けています。今

回は、県社協を知っていただきたくて特集を組みました。

■新年度になって、編集委員にも異動がありました。これからは、新しい

顔ぶれで、これ

まで同様、皆さ

んの役に立てる

紙面を作ってい

きますので、ど

うぞよろしくお

願いします。

（Ｍ．Ｋ）

編集後記 ホームページでも
「福祉のひろば」がご覧いただけます。

■発行所

〒030-0822 青森市中央三丁目20番30号
県民福祉プラザ２階

社会福祉法人　青森県社会福祉協議会
T E L  017（723）1391 FAX  017（723）1394
URL  http://www.aosyakyo.or.jp
E-mail fureai-net@aosyakyo.or.jp

■印刷所

株式会社コーセイ印刷

新しい編集委員です、皆さんよろしく。

第53回
青森県社会福祉大会

社会福祉関係者・一般県民が集い、今

日の福祉課題について考えます。

日　時 11月10日（水）12：30～15：30

場　所 青森市文化会館

内　容 式　　典

講　　演

「身近な生活笑百科

～みんなで担おう福祉のまち」

講　　師　弁護士

三　瀬　　　顕　氏

申込み 各市町村社会福祉協議会

青森県里親連合会
創設40周年記念大会

～子どもからの声を受け止めていますか～

親と離れて暮らす子どもたちへ、家庭

という環境を与えている里親で組織され

ている里親連合会が、創設から40周年を

迎えることを記念して大会を開催します。

日　時 平成16年10月17日（日）

13：30～15：15

場　所 ウェディングプラザアラスカ（青森市）

内　容 記念式典

記念講演

「子どもとの愛のキャッチボール」

講　師　家庭教育カウンセラー

内田　玲子　氏

参加費 無　料（参加申込が必要です）

問合せ 青森県里親連合会事務局

（県社協内）TEL 017（723）1391

福祉の仕事相談フェア

福祉の職場へ就職を希望する方に、仕

事の内容や必要な資格、求人求職の動向

などをわかりやすく説明いたします。福

祉の仕事に関心のある方ならどなたでも

参加できます。

〈青森〉期　日　11月28日（日）

場　所　県民福祉プラザ

問合せ　県福祉人材センター４Ｆ

TEL  017（777）0012

〈弘前〉期　日　10月30日（土）

場　所　弘前社会福祉センター２Ｆ

問合せ　弘前人材バンク

TEL  0172（36）1830

参加費 無　料

受　付 12時30分から

福祉の仕事相談会

13：00～16：00

問合せ 県福祉人材センター

TEL  017（777）0012

ねむのき会館
ホームページ開設

下記アドレスにアクセスして下さい。

URL  http://www16.ocn.ne.jp/~nemunoki/
ホームページ用メールアドレス

nemunoki2@eos.ocn.ne.jp

ご協力ありがとうござ
いました。（２～７月分）

■青森県社会福祉協議会への寄付

・協同組合日専連青森

・日野建ホーム株式会社ロマン会

・（株）浅虫観光ホテル

・アクサ生命保険（株）青森支社

■青森県善意銀行

・東北電力㈱青森支店及び東北電力労働

組合青森県本部様からお預かりした車

イス１台を小泊村社会福祉協議会へ贈

りました。

・青森県立浪岡養護学校様からお預かり

した使用済み切手などを財団法人ジョ

イセフへ贈りました。

・青森県信用金庫協会様からお預かりし

た寄付金55万1,379円を財団法人ジョ

イセフへ贈りました。

・ＮＰＯ法人モバイル・コミュニケー

ション・ファンド様からお預かりした

寄付金50万円を県内のボランティア

振興のために役立たせていただくこと

となりました。

・藤はじめ様からお預かりした車椅子５

台を特別養護老人ホーム八甲荘、デイ

サービスセンターせんじゅ園、鶴田町

社会福祉協議会、浪岡町社会福祉協議

会、青森市社会福祉協議会へ各１台づ

つ贈りました。

・菊池幸子様からお預かりした寄付金

500万円を青森県視力障害者福祉連合

会へ贈りました。

・七戸町立鷹山宇一記念美術館様からお

預かりした「星野富弘　花の詩画展」

の招待券400枚、優待券15,000枚を県

内社会福祉施設へ贈りました。

県 社 協 か ら

この広報紙の発行のため青森県共同募金会から配分金を受けております。
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